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＜連絡事項＞

・明日（1/7）の南病棟クレイドルを使用する入浴ですが、村田タカ様を予定しています。大久保美津子様は前回入浴時恐がる素振りを見せていたため、今後は予定より外すこととします。

・Cユニット洗面台へ鏡を取り付けて欲しい、との患者様の声がありました。東SGMへ報告し、検討してもらいます。

・本日2日目の法人研修を行います。各自出席して下さい。

・今月の定期検査は、来週1/11(火)より開始します。

・1/24(月)立ち入り検査があります。各自カルテチェック・環境整備を期日までに実施して下さ

い。

＜患者様連絡事項＞

・島浦　美千男様：本日日赤受診し、12:30帰院しています。PSAは0.4まで減少、ゾラデックス

10.8mgに変更、カソデックス　1錠　1×朝/84日分処方となっています。傾き歩行については、これ以上困難になるようなら、当院より紹介状持参し、改めて整形受診して下さいとのことです。尿混濁、白血球3＋、潜血＋にて、クラビット1錠　1×朝/3日分飲み切り止めで処方となっています。歩行困難なため今後は3ヶ月ごとの定期検診となり、次回は3/31の予定です。

・杉澤　恵子様：本日小坂Dr診察し、膣入り口部ビラン状態だが、ひどく出血してはいないとのこと。継続処置は不要で、次回は来週1/13(木)診察予定です。

・川村　敏也様：本日午後安ヶ平Drが仙骨部の褥瘡を診察され、明日(1/7)11:00日赤皮膚科受診の指示出ています。10:30に南病棟前より三八五介護タクシーで出発します。尚、医療券は後日日赤へ届くことになっています。

・木村　格治様：痔を患い排便困難訴え、ボラザG軟膏3日分処方となっています。

・市ヶ関　京子様：点眼薬切れたため、同1本処方となっています。自宅退院へ向けての外出泊訓練について主治医へ情報提供したところ、同意を得ましたので、担当スタッフを中心に家族と連絡をとり、すすめていきましょう。

・木村　慶喜様：排便困難時の予測指示期限切れていたため、主治医へ確認しています。主治医不在時は予測指示に沿って、排便－(マイナス)2日目でセンナリド2錠、3日目でグリセリン浣腸を日直医報告し対処していきましょう。

・

＜田名部Drケース検討＞

・松川　麗様：疾病教室を既に実施済みですが、理解乏しい様子見られています。意味不明な言動も引き続き見られています。今後は家族教室を実施してはどうか検討し、主治医へ提案しています。尚、臨時薬は継続処方となっています。

・安達　貴浩様：最近は作業も身体の局部的な痛み訴え途中帰棟されています。再三の注意にもかかわらず、物のやりとりも見られています。気分の高揚さも見られ、就寝時間も遅くなってきています。関わるスタッフは対応の統一を徹底し、同じ行為を繰り返させぬよう介入していきましょう。

・野々宮　正博様：メガネの修理をしたいと要求あり、家族同伴での外出許可出ています。本日面会時日程を決める予定でしたが、奥様より面会には行けないと電話あり。日程が決まったら連絡するとのことです。また、夜間中途覚醒があるとも訴え、エスタゾラム(2)1錠1×vds/7日分処方となっています。電気シェーバー・タバコ、自己管理となりました。

・泉川　ケイ子様：PL・セロクエルは継続処方となりました。来週の定期より内容を変更する予定です。

・坪　邦俊様：リスパダール(1)×2本増薬となっています。

・西舘　啓子様：臨時薬は継続処方となっています。

・鈴木　和則様：臨時薬は継続処方となっています。

・角沢　源四郎様：臨時薬は継続処方となっています。

・本田　英之様：1/7(金)9:00～16:00の外出と、1/8(土)9:00～1/10(月)17:00の外泊、許可となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・種市　久子様：事実確認は出来ていませんが、同室の中山様より「種市様に叩かれたので、頭が痛い。」との訴えありました。コップをクローゼット内へため込んだり、イスを踏み台にしてテレビをいじったり等、問題行動も続いています。患者様の部屋移動には限界があります。出来る限り見守り、トラブルを防ぐよう介入していきましょう。

＜隔離室使用患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様：本日午後田名部Dr立会い入浴実施し、その後フルデカシン筋注予定していましたが、「自分の行動をコントロールする自信が無い。」との発言ありました。入浴中止し、筋注のみ実施しています。次回は1/27(木)の予定です。来週1/20(木)には、ハロマンス筋注予定です。引き続き突発的な行動に注意して関っていきましょう。

・池野　功一様：表情の硬さ続いています。スタッフの声掛けにも返答なく、疎通取れないこと多くなっています。朝・昼食は、開放しホールにて摂取していますが、急いで食べ終え、走って自室に戻ろうとすることあり介入しています。引き続き衝動的行為・危険行為に注意していきましょう。

・倉舘　俊照様：自室内では脱衣・放尿等の問題行動見られていますが、ホールでの開放観察中では問題行動見られず、本日は朝食時より開放観察開始し、観察中には自らトイレに行き排泄されていました。タバコ要求はありますが過度ではなく、問題行動も見られていません。スタッフが付きそえるか次第ですが、開放時間を長くできるよう関っていきましょう。

・木村　慶喜様：昨日準夜帯に坪様とトラブルとなり、当直医指示のもと本日0:30東Aユニット10号室へ隔離されています。9:30には主治医指示により、20:00～翌8:00の時間隔離へ処遇変更となりました。日中は尿失禁が1度見られた以外は、帰宅要求も無く落ち着いて過ごされています。1/4(火)より増薬しているので、夜間の睡眠など観察していきましょう。引き続きトラブルに注意し隔離解除へ向け観察していきましょう。

＜栄養から＞

・和田　昌様：昨年3月より5kg体重が増加しています。気分変動からくる間食の増加が原因だと思われますが、これ以上増加すると、食事の量・内容を変更しなければならないとのこと。

　現状を本人に周知してもらい、担当スタッフを中心に今後どうしていくか、本人も含め話し合っていきましょう。

＜薬局から＞

・Bユニットクローゼット内にて保管している夜間常備薬アスコルビン酸ですが、本来、冷蔵保存するべき物ですので、今後は冷蔵庫にて保存・管理していけないか、提案を頂いています。

